
車や自転車に注意しましょう。水田や私有地では、マナーを守って観察しましょう。

2023年1月13日（土）

寒い季節、生き物たちはどのように冬を生き抜

いているのでしょうか。植物は葉を落としたり冬

芽が見られたりする他、形が変わったり地下部が

成長したりするものもあります。動物はじっとし

ていたり、卵や蛹になったりする他、この時期な

らではの行動も見られます。さまざまな冬の生き

方を観察しましょう。

▲ モズのはやにえ（イナゴの一種）

案内人：伊東茂子・湯瀬一栄（鳥の博物館市民スタッフ）

写真提供：石原直子氏

モズ

さなぎ



植物たちの冬の姿

▲チョウセンカマキリの卵鞘

▲ヨコヅナサシガメ

▲ウラジロチチコグサのロゼット ▲ヘラオオバコのロゼット

▲巣から出てきたニホンミツバチ

▲キハダカニグモ

▲ジャコウアゲハ

▲ヒロヘリアオイラガのまゆ

▲サザンカの冬芽 ▲カツラの冬芽

▲変形したスイカズラの葉 ▲ノビルの地下に発達する鱗茎（左）

卵で冬越し

幼虫で冬越し

蛹で冬越し 成虫で冬越し

樹皮の隙間で冬越し

幼虫

幼虫

巣 ▲

動物たちの冬の姿
草の葉が地面を這うように放射状に広がった状態のことを

ロゼット（根生葉）といいます。

樹木は種ごとにさまざまな形の冬芽が見られ、春に近づくに
つれて成長します。

葉を落とさなくても、葉が違う形に変形したり地下に栄養

を蓄えたりする（鱗茎）ことで冬越しするものもあります。

昆虫やクモは、物陰にじっと身を潜めている他、卵や蛹の
姿で冬を越すものも多くいます。冬に咲く花の蜜を求め、
成虫が活動しているものもいます。

蛹
で冬越し

こんせいよう

りんけい

さなぎ


